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■区では、大雨による冠水・浸水などの被害を未然に防ぐために、区民の皆様が必要

に応じ、いつでも土のうを持ち出すことのできる「土のうステーション」を開設し

ています。必要な方はそこから取り出してお持ち帰り下さい。 

■土のう袋の中身は、砂（重量約１０キログラム）が入っていますので、運搬の際は、

軍手や汚れてもよい服装で行うことをお勧めします。 

■なお、より多くの方にご利用いただくため、必要な分だけを取り出すようお願いし

ます。 ※20 個程度を上限とします。 

 

 

防災広場根岸の里内

（根岸3-12）

谷中防災コミュニティ

センター敷地内

（谷中5-6）

台東地区センター

敷地内

（台東1-25）

区立山谷堀公園内

（浅草6-45）

下水道局北側区道上

（蔵前2-1先）生涯学習センター

敷地内

（西浅草3-25）

土のうステーション設置場所
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土のうステーションの利用方法 

① カバー両端のマジックテープを

はがし、カバーの前面を上まで

持ち上げる。 

② 前面枠ふたの両端についている

留め具を外す。 

③ 前面枠ふたの上段部分を開け、

ふたをゆっくり手前におろす。 

※ 手や指を挟まないように 

十分ご注意ください。 
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 ◆ 土のうの保管方法や再利用について ◆ 

 土のうステーションから運び出した土のうは、大切に保管し、再利用してください。 

 土のうを保管する際は、劣化防止のため風通しの良い場所で、すのこ又はパレット

に乗せ、ブルーシート等で包んでおくことをお勧めします。 

 なお、お配りした土のうについて区では回収を行っていません。ご不用になった場

合は各ご家庭で適切に処分してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お問合せ  道路管理課 03-5246-1302（占用担当） 

④ 土のうを取り出す。 

台風の接近時や豪雨が予想されるときは、土のうの需要

が急増するため、土のうが不足する場合があります。 

日頃から水害に備えていただくようお願いします。 

⑤ 土のうを取り出した後は、逆の手順

で前面枠ふたを元に戻し、カバーの

マジックテープを留める。 


